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 筥
はこがたはちまんぐうしゃそう
堅八幡宮社叢

　国指定天然記念物であり、日本海の荒波に洗われ、海へ突き出たような約80mの小高い山が筥堅八幡宮
社叢です。山頂には今から約1,080年前、筥崎八幡宮（福岡）の分社として建てられたと言われる筥堅八幡
宮が祀られています。神の山として社叢内を保護したため原始林層が保たれており、カヤ・アサダの大樹は
県内一と言われています。
　９月14・15日には、筥堅八幡宮大祭が行われます。
　民謡流しや山形・新潟の二県対抗奉納相撲が盛大に行われますが、土曜日の夜には花火大会が行われ、
100発以上もの花火が山北の夜空を華麗に彩ります。



平成26年８月法　人　会　だ　よ　り第48号（ 2 ）

　公益社団法人に移行して第２回目の通常総会が、６
月10日、「大観荘」を会場に、村上税務署長様、村上
地域振興局長様ほか多数のご来賓をお迎えして、およ
そ90名の出席により開催されました。
　開会あいさつで、今井会長は、会員及び来賓に対し、
当法人会の事業活動に対するご支援、ご協力に感謝の
言葉を述べました。
　議事に入り、理事会承認事項の「平成25年度事業報
告」「平成26年度事業計画」「平成26年度収支予算」が
報告されました。
　その後、「平成25年度決算報告」「会費規程の一部改
定」の審議に移り、満場異議なく原案どおり可決され
ました。
　引き続き、来賓祝辞、表彰式と移り、優良経理担当
職員表彰として、会長から別記２名の方に表彰状と記
念品が授与され、続いて、佐藤正榮治前事務局長に村
上税務署長から感謝状が贈呈されました。
　総会終了後、「介護が必要になった時の対処法～介
護の実態を探る～」と題した、大妻女子大学、是枝祥
子名誉教授の講演会が開かれました。
　また、懇親会では、来賓、講師も参加して、会員相
互の異業種交流が行われ、大いに盛り上がりました。
　なお、総会議案書は、当法人会のホームページに掲
載していますので、ご覧願います。

平成26年度
通常総会開催

署長着任のごあいさつ
村上税務署長　宮澤　一成　

　このたびの人事異動により、関東信越国税局の統括
国税調査官（酒税担当）から村上税務署長に着任いた
しました宮澤でございます。
　私は上越市の出身ですが、村上署勤務は初めてで、
新潟県内勤務は新潟署での派遣酒類業調整官以来２年
ぶり３度目となります。前任の高須署長同様、よろし
くお願い申し上げます。
　公益社団法人村上法人会の皆様方には、日ごろから
税務行政の円滑な運営に対しまして、格別のご理解と
ご協力を賜っており、ここに厚く御礼申し上げます。
　また、「税に対する良き理解者」、「良き経営者を
目指す者の団体」として、正しい税知識の普及や納税
道義の高揚を図ることを目的として、様々な研修会や
講演会を多数開催するほか、青年部が主体となった
小学生対象の租税教室の開催や、女性部が主体と
なった福祉施設への慰問活動等、公益性の高い様々な
社会貢献活動を実施しておられると伺っております。
　これも、今井会長をはじめ役員の皆様の、卓越した
リーダーシップと会員各位の熱意によるものと、心か
ら敬意を表する次第であります。
　また、国税電子申告・納税システム（ｅ−Tax）に
つきましては、会員の皆様が率先してご利用いただき、
利用率も順調に向上しております。
　ｅ−Taxは、自宅やオフィス、税理士事務所等から
インターネットを利用して、申告・申請・届出等がで
きるほか、源泉所得税の毎月納付等でダイレクト納付
ができること、納税証明書の請求手数料が安価である
ことなど、納税者の皆様の利便性の向上にも寄与する
もので、より一層のご利用をお願い申し上げます。
　ところで、最近の税務行政を取り巻く環境は、少子・
高齢化の進展や経済のグローバル化、ＩＣＴ化など、
大きく変化してきております。
　こうした状況の中、「適正かつ公平な課税と徴収の
実現」という私どもに与えられた任務を着実に果たす
ことにより、国民の信頼に応えていく所存であります
ので、引き続きご理解とご支援のほど、よろしくお願
いいたします。
　結びに当たりまして、公益社団法人村上法人会並び
に会員企業の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝と
ご繁栄を心から祈念申し上げまして、着任のあいさつ
とさせていただきます。

（公社）村上法人会人事異動
⃝事務局長
　　新 任　　貝　沼　盛　喜
　　退 任　　佐　藤　正榮治
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村上税務署職員の定期異動 平成26年７月10日付
（敬称略）

新　所　属
氏　名

旧　所　属
課･部門 職 名 局･署 課･部門 職 名

税務署長 宮澤　一成 国税局 統括国税調査官（酒税担当） 統括国税調査官
総務課 総務課長 野﨑　博行 春日部署 個人課税第１部門 統括国税調査官
管理運営・徴収部門 上席国税徴収官 関川由紀夫 巻署 管理運営・徴収部門 上席国税徴収官
管理運営・徴収部門 国税徴収官 佐藤　　茂 新発田署 管理運営・徴収部門 国税徴収官
個人課税部門 上席国税調査官 阿部　淳一 新発田署 個人課税第１部門 上席国税調査官
法人課税部門 統括国税調査官 富田　裕二 前橋署 酒類指導官 酒類指導官
法人課税部門 国税調査官 小野里　哲 新津署 法人課税部門 国税調査官

旧　所　属
氏　名

新　所　属
課･部門 職 名 局･署 課･部門 職 名

税務署長 高須　　貢 税務大学校 総合教育部 主任教授
総務課 総務課長 石澤　聖志 足利署 総務課 総務課長
管理運営・徴収部門 上席国税徴収官 馬場　永子 新潟署 管理運営第４部門 上席国税徴収官
管理運営・徴収部門 上席国税徴収官 落合　雅之 新発田署 管理運営・徴収部門 統括国税徴収官
個人課税部門 国税調査官 飯島　星人 国税局 査察部 国税査察官
法人課税部門 統括国税調査官 三浦富士人 行田署 法人課税第１部門 統括国税調査官
法人課税部門 上席国税調査官 蟻塚　明美 新潟署 法人課税第２部門 上席国税調査官
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者
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優良経理担当職員表彰式
受賞者　2社　2名　（順不同・支部別・敬称略）
　堀　　　恵都子　　新潟巧測㈱　　　荒川
　板　垣　恵里子　　新潟三桂㈱　　　山北
� おめでとうございました。

功労者表彰受賞の栄に輝く
○県連功労者表彰受賞者
　　副　会　長　　板　垣　一　夫 氏
○県連功労者感謝状
　　前事務局長　　佐　藤　正榮治 氏
� おめでとうございました。

　去る６月８日㈰に勝木ゆり花会館裏国道７号沿い駐
車場において、山北商工会等の主催による「さんぽく
軽トラ市」が開催されました。
　これは、消費者、生産者、商工業者相互の交流によ
る賑わいの場の創出として、６月から毎月１回定期的
に行うもので、当日は地元から17事業所が出店し、旬
の山菜をはじめ、魚の加工品、工芸品など様々な山北
産のものが販売され、約800人の来訪者で賑わいました。
　今後、法人会山北支部としては、軽トラ市のような
取組みを山北商工会などの関係機関と連携しながら、
法人会のアピール活動とともに、地域の活性化に寄与
していきます。

さんぽく軽トラ市
山北支部の活動のご紹介

新規会員企業紹介
（平成26年１月～７月）（順不同・敬称略）

㈱エメニクス　　　　　大滝　　昇　　山北
㈱新潟ジャムコ　　　　豊福　俊雄　　村上
㈲今井鮮魚仕出し店　　今井　信也　　村上
㈲ナイスエルシー　　　木村　　亘　　村上

㈲五十嵐製材所　　　　五十嵐睦子　　朝日
　　　同　　　　　　　奈良橋千栄子　　朝日

女年部会

「領収証」等に係る印紙税の
非課税範囲が拡大されました

　事業者の皆様が作成する領収証やレシートなど
の「金銭又は有価証券の受取書」に係る印紙税に
ついては、平成26年4月1日以降に受取金額が
5万円未満のものについて非課税となります。
　平成26年４月１日以降、領収証等を作成する際
には、受取金額を確認の上、納付する印紙税額に
誤りのないようご注意ください。

「金銭又は有価証券の受取書」に係る
印紙税の非課税範囲

改正前 平成26年4月1日以降
３万円未満 5万円未満

（注）印紙税の納付の必要がない文書に誤って収入印紙を貼ったよ
うな場合には、所轄税務署長に過誤納事実の確認を受けること
により印紙税の還付を受けることができます。

　　　「領収証」等を取引の相手方に交付している場合でも、過誤
納事実の確認を受けるには、過誤納となった文書の原本を提示
する必要がありますので、収入印紙を貼る際は誤りのないよう
十分ご注意ください。

事業者の
皆様へ

税に関する情報は国税庁ホームページへ
www.nta.go.jp
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　昨年の山形の佐藤繊維
の研修の折、同じく山形
県にあるオリエンタル
カーペット社をご紹介頂
きましたので、今年の研
修の場とさせていただき
ました。
　山辺町という小さな町
にあるそのオリエンタル
カーペット社の工場に入
りまず目についたのは、
昭和天皇、平成天皇、美
智子様、紀子様など、皇
室から工場の見学に見え
られている写真でした。
　さらに、バチカン市国、皇居、御所、新歌舞伎座、
祇園祭等々、広く手掛けておられ、山形緞通として広
く世界に認められている事を初めて知り、大変驚かさ
れました。
　初代の社長さんが山辺町の女性の為に働く場を作り
たいと始められたとの事。今では自分たちが織った緞
通が世界に認められている事に誇りを持っていますと
語っていた織り手のお母さんの指は、50年以上という
長い月日を物語っていました。
　世界のゼネラルモーター社、ポルシェ社に在籍し、
鉄道船舶建築ロボットと数多く手掛ける山形生まれの
工業デザイナー、奥山清行氏とコラボし、世界に発信
しています。
　本物は消える事無く信用となり、会社の存続につな
がるのだと、18名の参加者全員で感動いたしました。
　満開の東根のバラ園を見学。六田麩懐石料理はとて
も美味しく、又ぜひ来たいと思える食事でした。
　伝統を大切にしつつ、新しい事へ挑戦し続けるオリ
エンタルカーペット社の精神を拝見し、常に前向きで
生きる事の大切さを感じた研修でした。

青年部会部会長　遠山　忠宏 　 女性部会部会長　竹内伊津子 　

青年部会の動き 女性部会の活動
青年部会の活動 女性部会の活動

　毎年恒例になってきております租税教室ですが昨年
度は村上管内の小学校６年生を対象にし、12校開催さ
せて頂きました。青年部としては４年目の取組みにな
りますが、毎回講師、アシスタント共に子供達に税を
伝える事で自分達も税に対する再認識をさせて頂いて
いると実感しております。

　租税教室では、誰でも身近な消費税から入り学校の
建物、教科書等又一人当たりどれだけの税金が６年間
で使われているかを具体的に学べるので子供達には税
の大切さをより認識し理解出来る内容だと思います。
今年度の開催校は更に１校増やし13校の開催を予定し
ています。これからもこの租税教室を私共青年部会の
事業活動の柱として充実させ、社会貢献の一貫として
行きたいと考えております。
　今後供、皆様方のご支援ご協力お願い申し上げます。

村上法人会からインターネットセミナーのご案内
村上法人会のホームページから無料でセミナーが視聴できます。

会員ID：hj1023　パスワード：1871 100タイトル以上が無料でご覧いただけます。
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株式会社 渡辺燃料
関川村大字上関512−7

●下関本店SS 64－1215
●バイパスSS 64－1315

新 潟 巧 測 ㈱

測量（一般測量・航空測量・調査設計・各種台帳・データ入力）

越後薬膳ツーリズム

代表取締役　佐　藤　　巧
〒959-3132 村上市坂町２４０３番地２０

TEL（0254）６２−５４９２
FAX（0254）６２−４９９５

企業訪問 農業生産法人　有限会社 三栄農産

代表取締役　三　原　　栄

【会社の沿革】
●�それでは、三原社長さんにお聞きします。会社の沿革

についてお聞かせください。
　お祖父さんが山形から移ってきて農業を始めたんだけ
れど、それだけでは食べられないので、親父が山から切
り出したケヤキで花台を作ったり、ホオノキをまな板に
して、お祖母さんが行商していました。自分は高校に行
くつもりだったけど、お金がないので中学を出てからす
ぐに百姓を始めて。最初は仕方なくやっていたけど、勉
強したら面白くなって、農業を拡大していこうと思った
んです。それで、親戚や知り合いにお願いして田んぼを
借りました。
　会社設立後、農林水産省の方に直接指導していただき、
特別栽培米（慣行栽培の半分以下に農薬・化学肥料を減
じて生産された米）生産・販売することが出来ました。
減農薬に取り組む者も新潟県内ではまだ少なく、私たち
が一番早かったと記憶しています。
　ところが、当時は、特別栽培米を農薬を使わないで栽
培した米のことと思っている消費者も多くいて、思い悩
みました。農薬は使われていないと思っている消費者が
いるならば、本当に農薬を使用しないで育てた米を自分
が作るべきではないかと。
　農薬を減らした米の作付も少しずつ増やしていったと
ころ、私の米が欲しいという大手企業も出てきたため、
さらに化学肥料に頼らない有機栽培米にも挑戦しました。
新潟県有機農産物認証制度第１号に認定されました。平
成13年にはJAS有機栽培認定を取得。あらゆるジャンル
の本を読み、良さそうなことは何でも試してみました。
食べ物から肉や骨、脳が出来るわけだから、いいものを
食べることが大切。米がよければ、それを食べる人間だっ
てよくなると思うんです。だから私は自分の体で証明し
ようと考えて、40歳を過ぎてからスキーの指導員に挑戦し、
免許を取得しました。有機米を食べて今は健康になったし、
毎日田んぼに行くのが本当に楽しくてしょうがない。食
べ物のお陰と思っています。

【経営理念、今後の展望・事業展開】
●�会社の経営理念についてお聞かせください。
安全で美味しい食料を生産し
水と大地、そして、人の健康を守り
未来に希望のもてる農業を確立して行く事を基本とする
です。
●今後の展望・事業展開についてお聞かせください。
　まずは、会社の経営状態を改善すること、そのために
特別栽培米や、有機栽培米を更にコストを下げる・収量
を増やし、栽培方法を確立し尚且つ安定させること。様々
な制度を活用すること。同時に何が今、お客様、世の中
に必要とされているのか。それをこの会社を通して表現
していき社会に必要とされる会社にすること。
　自然の中で稲
を育てているの
で、収量・品質・
作業手順などが
気候に影響を受
けてしまいます。
異常気象は、田
んぼのみならず、
ほかの産業や、
自然界、私たちの生活にも影響を与えています。そんな
自然を何とか変えようとしてもどうにもならないので、
いま、私たちが出来る事をひとつひとつやるしかないと
考えています。稲作栽培の基本をしっかりと見極める。
現場の状況を把握し計画をたて行動に移し、そこから得
た経験から次はどうするかを検討し計画をたて行動に移
す。その繰り返しで一歩ずつ前進していく。
　本当に価値のある物を作り、ＴＰＰに負けない農業を
確立し、人々も健康になり、医療費も今の半分以下にな
るような、素晴らしい世の中になる。こんな嬉しいこと
はありません。
「お前とこの会社は本当に地域のためになってるな！」
そう言われる会社を目指します。

【会社の概要】
●代 表 者　代表取締役　三原　栄
●住　　所　〒959－3236　岩船郡関川村大字大石22　℡0254－64－2701
●設　　立　1985年６月
●資 本 金　1000万円
●従 業 員　７人
●事業内容　農業に関わる業務全般
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村上市仲間町639－46　TEL.0254－52－6622
村上市仲間町639－46
TEL.0254－53－3617

国土交通省指定民間車検場

大滝レンタリース　大滝観光バス

車のことならおまかせください。

中古車 新　車 買取り 整 備 自動車保険 防錆処理 鈑金塗装 レンタカー 観光バス 

ラインナップ

販売 

北越瓦工業 ㍿
新潟県村上市山田978－8 TEL（0254）66－5107

（0254）66－8004FAX
TEL（0254）77－2608
（0254）77－2932FAX

（神林工業団地）
本　　社 〒 959－3425

新潟県村上市勝木1005－2〒 959－3942山北支店

URL
E-mail
http://park15.wakwak.com/̃hokuetsu.kawara/

hokuetsu.kawara@aj.wakwak.com

太陽光発電システム
安心・安全・雨漏保障

外装リフォーム（耐震・断熱）
屋根（瓦・金属）・雨樋・外壁

平成25年度正味財産増減計算書　平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

科　目 当年度 前年度 増　減 備　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部　
　１．経常増減の部　　　
　（1）経常収益　　
　　基本財産運用益　　 1,256 1,246 10
　　　基本財産受取利息　 1,256 1,246 10 基本財産利息収入
　　特定資産運用益　　 67 67 0
　　　特定資産受取利息　 67 67 0 特定積立金利息収入
　　受取会費　　 4,790,500 4,821,500 △ 31,000
　　　正会員受取会費　 4,774,000 4,821,500 △ 47,500 一般会費収入
　　　賛助会員受取会費 16,500 0 16,500
　　事業収益　　 2,926,000 2,707,445 218,555
　　　会員親睦事業収益　 2,179,000 1,906,445 272,555 懇親会等会費収入
　　　青年・女性部会事業収益　 627,000 681,000 △ 54,000 青年・女性部会会費収入
　　　広告収益　 120,000 120,000 0
　　受取補助金　　 4,599,100 4,799,323 △ 200,223
　　　受取全法連助成金　 3,433,800 3,582,823 △ 149,023 全法連助成金（A）
　　　受取全法連補助金　 215,300 336,500 △ 121,200 全法連補助金（Ｂ）
　　　受取県法連補助金　 950,000 880,000 70,000 県連補助金（Ｂ）
　　雑収益　　 405,585 233,495 172,090
　　　受取利息　 423 591 △ 168 受取利息収入
　　　雑収益　 405,162 232,904 172,258 雑収入
　　経常収益計（A）　　 12,722,508 12,563,076 159,432
　（２）経常費用　　
　　事業費　　 11,539,810 10,628,738 911,072
　　（税に関する研修会事業）　　 304,568 167,493 137,075
　　　会場費　 126,640 26,150 100,490
　　　資料費　 0 1,700 △ 1,700
　　　諸謝金　 30,000 20,000 10,000
　　　印刷製本費　 5,775 19,810 △ 14,035
　　　委託費　 56,700 56,700 0
　　　消耗品費　 32,256 2,303 29,953
　　　通信運搬費　 52,697 36,830 15,867
　　　委員会費　 500 4,000 △ 3,500
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 26,870 25,515 1,355
　　　資料費　 0 0 0
　　　通信運搬費　 26,870 25,515 1,355
　　（租税教育事業）　　 87,080 144,080 △ 57,000
　　　会場費　 3,000 5,000 △ 2,000
　　　印刷製本費　 39,300 12,180 27,120
　　　通信運搬費　 19,330 11,000 8,330
　　　消耗品費　 14,450 108,900 △ 94,450
　　　委員会費　 11,000 7,000 4,000
　　（税の広報事業）　　 353,926 201,328 152,598
　　　会場費　 12,550 6,000 6,550
　　　印刷製本費　 12,600 29,400 △ 16,800
　　　委託費　 30,000 30,000 0
　　　新聞掲載費　 54,000 54,000 0
　　　通信運搬費　 12,252 11,520 732
　　　消耗品費　 147,524 56,408 91,116
　　　支払負担金　 85,000 12,000 73,000
　　　委員会費　 0 2,000 △ 2,000
　　（会報発行事業）　　 290,101 302,137 △ 12,036
　　　会報作成費　 229,950 212,308 17,642
　　　通信運搬費　 60,151 89,829 △ 29,678
　　（税制改正提言事業）　　 21,554 28,500 △ 6,946
　　　調査研究費　 21,554 28,500 △ 6,946
　　　委員会費　 0 0 0
　　（地域社会経営支援研修事業） 486,442 378,849 107,593
　　　会場費　 176,098 2040 174,058
　　　資料費　 2,398 18,838 △ 16,440
　　　諸謝金　 210,120 180,120 30,000
　　　委託費　 56,700 56,700 0
　　　支払負担金　 9,000 38,000 △ 29,000
　　　印刷製本費　 10,869 16,200 △ 5,331
　　　通信運搬費　 21,257 66,951 △ 45,694

科　目 当年度 前年度 増　減 備　考
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 0 28,020 △ 28,020
　　　資料費　 0 9,940 △ 9,940
　　　通信運搬費　 0 18,080 △ 18,080
　　（地域社会貢献活動事業）　　 284,407 340,640 △ 56,233
　　　会場費　 36,650 53,150 △ 16,500
　　　通信運搬費　 3,788 14,000 △ 10,212
　　　消耗品費　 124,344 55,500 68,844
　　　諸謝金　 106,330 207,850 △ 101,520
　　　製本印刷費　 5,795 5,140 655
　　　委員会費　 7,500 5,000 2,500
　　（会員支援事業）　　 61,589 29,267 32,322
　　　会員表彰事業費　 53,589 27,267 26,322
　　　委員会費　 8,000 2,000 6,000
　　（組織基盤強化のための支援事業） 30,450 24,485 5,965
　　　会員増強推進費　 10,080 13,085 △ 3,005
　　　通信運搬費　 2,020 6,400 △ 4,380
　　　委員会費　 18,350 5,000 13,350
　　（会員交流事業）　　 2,313,992 2,133,323 180,669
　　　会員交流費　 2,313,992 2,133,323 180,669
　　（会員の福利厚生制度推進に関する事業） 57,929 77,935 △ 20,006
　　　福利厚生事業費　 46,999 67,185 △ 20,186
　　　委員会費　 10,930 10,750 180
　　（管理費のうち事業費配賦額） 7,220,902 6,747,166 473,736
　　　給料手当　 4,678,750 4,590,600 88,150
　　　福利厚生費　 1,183,211 1,106,582 76,629
　　　旅費交通費　 356,274 320,792 35,482
　　　通信運搬費　 123,383 112,682 10,701
　　　什器備品費　 159,659 0 159,659
　　　消耗品費　 134,163 141,365 △ 7,202
　　　印刷製本費　 68,722 76,734 △ 8,012
　　　賃借料　 255,000 252,000 3,000
　　　租税公課　 170 0 170
　　　支払負担金　 83,250 100,000 △ 16,750 県連会費
　　　支払手数料　 178,320 46,411 131,909
　　　雑費　 0 0 0
　　管理費　　 2,216,302 2,290,527 △ 74,225
　　　給料手当　 825,662 874,400 △ 48,738
　　　福利厚生費　 208,802 210,778 △ 1,976
　　　渉外慶弔費　 170,750 91,525 79,225
　　　表彰費　 38,557 0 38,557
　　　会議費　 337,410 522,875 △ 185,465
　　　　総会費 216,790 252,640 △ 35,850
　　　　役員会費 117,620 156,110 △ 38,490
　　　　その他会議費 3,000 105,500 △ 102,500
　　　　委員会費 0 8,625 △ 8,625
　　　旅費交通費　 62,872 61,103 1,769
　　　通信運搬費　 21,773 21,463 310
　　　什器備品費　 28,175 0 28,175
　　　消耗品費　 23,675 26,927 △ 3,252
　　　印刷製本費　 12,128 14,616 △ 2,488
　　　賃借料　 45,000 48,000 △ 3,000
　　　租税公課　 30 0 30
　　　事務委託費　 390,000 390,000 0
　　　支払負担金　 20,000 20,000 0
　　　支払手数料　 31,468 8,840 22,628
　　　雑費　 0 0 0
　　経常費用計（B）　　 13,756,112 12,919,265 836,847
　　当期経常増減額（A−B)　　 △ 1,033,604 △ 356,189 △ 677,415
　　　          
　２．経常外増減の部　　　 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,033,604 △ 356,189 △ 677,415
　　　一般正味財産期首残高 6,650,206 7,006,395 △ 356,189
　　　一般正味財産期末残高 5,616,602 6,650,206 △ 1,033,604
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 5,616,602 6,650,206 △ 1,033,604

単位：円単位：円



平成26年８月 法　人　会　だ　よ　り 第48号（ 7 ）

代表取締役　本 間 広 樹

一　般　建　設　業

新 潟 県 村 上 市 古 渡 路 9 8 6
T E L
F A X
夜 間

（ 0 2 5 4 ）５２−６２９７㈹
（ 0 2 5 4 ）５３−１０１８
（ 0 2 5 4 ）７２−１１８０

平成26年度収支予算書（損益計算ベース）平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

科　目 当年度 前年度 増　減 備　考
Ⅰ　　一般正味財産増減の部　
　１．経常増減の部　　　
　（1）経常収益　　
　　基本財産運用益　　 1,240 1,240 0
　　　基本財産受取利息　 1,240 1,240 0 基本財産利息収入
　　特定資産運用益　　 20 60 △ 40
　　　特定資産受取利息　 20 60 △ 40 特定積立金利息収入
　　受取会費　　 4,700,000 4,800,000 △ 100,000
　　　正会員受取会費　 4,700,000 4,800,000 △ 100,000 一般会費収入
　　　賛助会員受取会費　 0 0 0
　　事業収益　　 1,620,000 1,680,000 △ 60,000
　　　会員親睦事業収益　 900,000 900,000 0 懇親会等会費収入
　　　青年・女性部会事業収益　 600,000 660,000 △ 60,000 青年・女性部会会費収入
　　　広告収益　 120,000 120,000 0
　　受取補助金　　 4,551,500 4,599,100 △ 47,600
　　　受取全法連助成金　 3,437,500 3,433,800 3,700 全法連助成金（Ａ）
　　　受取全法連補助金　 164,000 215,300 △ 51,300 全法連補助金（Ｂ）
　　　受取県連補助金　 950,000 950,000 0 県連補助金（Ｂ）
　　雑収益　　 200,500 200,300 200
　　　受取利息　 500 300 200 受取利息収入
　　　雑収益　 200,000 200,000 0 雑収入
　　経常収益計（A）　　 11,073,260 11,280,700 △ 207,440
　（２）経常費用　　
　　事業費　　 8,947,650 9,248,678 △ 301,028
　　（税に関する研修会事業）　　 160,700 175,700 △ 15,000
　　　会場費　 25,000 40,000 △ 15,000
　　　資料費　 3,000 3,000 0
　　　諸謝金　 20,000 20,000 0
　　　印刷製本費　 3,000 3,000 0
　　　委託費　 56,700 56,700 0
　　　消耗品費　 2,000 2,000 0
　　　通信運搬費　 50,000 50,000 0
　　　委員会費　 1,000 1,000 0
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 27,000 17,000 10,000
　　　資料費　 2,000 2,000 0
　　　通信運搬費　 25,000 15,000 10,000
　　（租税教育事業）　　 77,000 26,000 51,000
　　　会場費　 5,000 5,000 0
　　　印刷製本費　 50,000 3,000 47,000
　　　通信運搬費　 5,000 6,000 △ 1,000
　　　消耗品費　 10,000 5,000 5,000
　　　委員会費　 7,000 7,000 0
　　（税の広報事業）　　 197,000 190,000 7,000
　　　会場費　 5,000 5,000 0
　　　印刷製本費　 5,000 4,000 1,000
　　　委託費　 30,000 30,000 0
　　　新聞掲載費　 54,000 54,000 0
　　　通信運搬費　 5,000 8,000 △ 3,000
　　　消耗品費　 12,000 3,000 9,000
　　　支払負担金　 85,000 85,000 0
　　　委員会費　 1,000 1,000 0
　　（会報発行事業）　　 300,000 280,000 20,000
　　　会報作成費　 215,000 210,000 5,000
　　　通信運搬費　 85,000 70,000 15,000
　　（税制改正提言事業）　　 31,000 37,000 △ 6,000
　　　調査研究費　 30,000 36,000 △ 6,000
　　　委員会費　 1,000 1,000 0
　　（地域社会経営支援研修事業） 215,700 175,700 40,000
　　　会場費　 30,000 30,000 0
　　　資料費　 3,000 4,000 △ 1,000
　　　諸謝金　 80,000 50,000 30,000
　　　委託費　 56,700 56,700 0
　　　支払負担金　 16,000 16,000 0
　　　印刷製本費　 10,000 1,500 8,500
　　　通信運搬費　 20,000 17,500 2,500

科　目 当年度 前年度 増　減 備　考
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 23,000 21,500 1,500
　　　資料費　 3,000 4,000 △ 1,000
　　　通信運搬費　 20,000 17,500 2,500
　　（地域社会貢献活動事業）　　 263,000 192,000 71,000
　　　会場費　 30,000 50,000 △ 20,000
　　　通信運搬費　 20,000 17,500 2,500
　　　消耗品費　 50,000 20,000 30,000
　　　諸謝金　 150,000 100,000 50,000
　　　製本印刷費　 10,000 1,500 8,500
　　　委員会費　 3,000 3,000 0
　　（組織基盤強化のための支援事業） 30,000 94,000 △ 64,000
　　　会員増強推進費　 20,000 80,000 △ 60,000
　　　通信運搬費　 5,000 4,000 1,000
　　　委員会費　 5,000 10,000 △ 5,000
　　（会員支援事業）　　 23,000 45,000 △ 22,000
　　　会員表彰事業費　 20,000 40,000 △ 20,000
　　　委員会費　 3,000 5,000 △ 2,000
　　（会員交流事業）　　 930,000 1,250,000 △ 320,000
　　　会員交流費　 930,000 1,250,000 △ 320,000
　　（会員の福利厚生制度推進に関する事業） 35,000 80,000 △ 45,000
　　　福利厚生事業費　 30,000 70,000 △ 40,000
　　　委員会費　 5,000 10,000 △ 5,000
　　（管理費のうち事業費配賦額） 6,635,250 6,664,778 △ 29,528
　　　給料手当　 4,615,800 4,645,250 △ 29,450
　　　福利厚生費　 1,050,000 1,045,500 4,500
　　　旅費交通費　 336,000 340,000 △ 4,000
　　　通信運搬費　 42,000 42,500 △ 500
　　　什器備品費　 42,000 70,278 △ 28,278
　　　消耗品費　 84,000 25,500 58,500
　　　印刷製本費　 84,000 68,000 16,000
　　　賃借料　 252,000 255,000 △ 3,000
　　　租税公課　 0 0 0
　　　支払負担金　 83,250 85,200 △ 1,950 県連会費
　　　支払手数料　 42,000 85,000 △ 43,000
　　　雑費　 4,200 2,550 1,650
　　管理費　　 2,043,000 2,071,102 △ 28,102
　　　給料手当　 879,200 819,750 59,450
　　　福利厚生費　 200,000 184,500 15,500
　　　渉外慶弔費　 50,000 50,000 0
　　　表彰費　 50,000 50,000 0
　　　会議費　 425,000 400,000 25,000
　　　   総会費　 250,000 240,000 10,000
　　　　役員会費　 65,000 50,000 15,000
　　   　その他会議費　 100,000 100,000 0
　　　 　委員会　 10,000 10,000 0
　　　旅費交通費　 64,000 60,000 4,000
　　　通信運搬費　 8,000 7,500 500
　　　什器備品費　 8,000 12,402 △ 4,402
　　　消耗品費　 16,000 4,500 11,500
　　　印刷製本費　 16,000 12,000 4,000
　　　賃借料　 48,000 45,000 3,000
　　　事務委託費　 250,000 390,000 △ 140,000
　　　支払負担金　 20,000 20,000 0
　　　支払手数料　 8,000 15,000 △ 7,000
　　　雑費　 800 450 350
　　経常費用計（B）　　 10,990,650 11,319,780 △ 329,130
　　当期経常増減額（A-B)　　 82,610 △ 39,080 121,690
　　　         
　２．経常外増減の部　　　 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 82,610 △ 39,080 121,690
　　　一般正味財産期首残高 5,616,602 5,655,682 △ 39,080
　　　一般正味財産期末残高 5,699,212 5,616,602 82,610
Ⅱ　指定正味財産増減の部
Ⅲ　正味財産期末残高 5,699,212 5,616,602 82,610

単位：円単位：円

土木工事・集排水ボーリング・水抜
アンカー工・地質調査・削井工事

代表取締役　板　垣　正　徳
村上市大毎１５０番地１
TEL 0254－75－2591

株式会社 板垣ボーリング
㈱本間建設



平成26年８月法　人　会　だ　よ　り第48号（ 8 ）

〒950-0088　新潟県新潟市中央区万代4-4-27 NBF新潟テレコムビル4F
TEL 025-243-0612　 FAX 025-243-0615

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
新潟支社


